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ａ町ステーションにおけるｂ町利用者の状況

a 町

b 町

：訪問看護ステーション

: 道路

：訪問看護ステーション

: 道路

連携訪問の
実施により、
ｂ町では訪問
看護の新規利
用者が14人増
えた

出典：平成20年「訪問看護事業所の機能集約及び基盤強化促進に関する調査研究事業」
（研究代表：川村佐和子）

a町

b町

昨年度モデル事業の事例
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ネットワーク化モデル実際

A町・A訪問看護
テーション（A）
①B町の利用者訪
問看護は遠距離で
ロスが大きい
② A町内では新規
利用者の伸びが小
さい→新規利用者
の開拓が必要

ネットワーク化：共同事業
①休日・夜間帯の訪問
を分担〔Aは休日・夜間帯
Bは平日・日中〕

②専門領域の訪問を分
担〔ターミナル期、精神な

ど〕
③利用者からの24時間
電話対応を共同実施〔Aは

24時間、Bは平日・日中〕
③看護記録の様式を共
同で使用〔A、B共通〕

④ケア技術や管理・運営
を相互に相談（コンサル
テーション）〔AからBへ〕

⑤双方の施設を共同利
用〔AはAとB、BはBのみ〕

ネットワークの効果

１．新規利用者・訪問回数の
増加
①B町でも休日夜間訪問看護
を提供できるようになり、退院
し在宅療養する利用者が増加

②多様疾患・症状をもつ利用
者の受け入れ可能になった

③地域の利用者のニーズへ
の対応が可能になった
２．移動・業務の効率化

①互いの施設を利用すること
で、移動時間の短縮・業務効
率が向上した
②記録様式の共同利用
３．訪問看護の質の向上

①互いの優れた看護技術を教
え合い技術等が向上
②ケース討論が活発化

B町・B訪問看護
ステーション（B）
小規模のため
①休日・夜間訪問
ができない
②多様症状をもつ
利用者に訪問が
できない

A・B訪問看護ステーションの経営の安定化
利用者への訪問サービス提供の量・質の向上社団法人全国訪問看護事業協会


